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■ジェンダー研究所所の研究者が 2022 年度に研究交流または共ಋ研究をした海外の研究者 

海外研究者໌ࢱ 所ؽ関（৮Ғ） 

ԭ⻑ྲ 国ཱིୈ大学（教द） 

༸ᇧᘭ ୈ国ཱི࣑大学（教द） 

Soo-hyun Kwon ؘ国ジェンダー࣑研究所（研究җ員） 

Jiso Yoon ؘ国女ࡨ研究Ӆ国際協力センター（センター⻑） 

Devin K. Joshi Singapore Management University（०教द） 

日下部ښ子 ΠジΠՌ大学Ӆ大学（AIT）（教द） 

Jean Encinas-Franco フΡリϒン大学（教द） 

Jan Robert Go フΡリϒン大学（०教द） 

Ella Syafputri Prihatini ϑナ・ϊγンタラ大学（ࢥߪ） 

Ummu Atiyah Ahmad Zakuan ウタラ ϜϪーシΠ大学（ࢥߪ） 

Sara Niner Ϡナシϣ大学（ࢥߪ） 

Therese Thi Phuong Tam Nguyen ౨τΡϠール国ཱི大学（教द） 

Syeda Lasna Kabir ダッΩ大学（教द） 

Aashiyana Adhikari Center for South Asian Studies（Research Officer） 

Ruwanthi Jayasekara Institute of National Security Studies（Associate Research Fellow） 

Lucetta Y. L. Kam ߕߵਃ၍大学（०教द） 

ৌਖཀ ՜౨ࢥ大学（教द） 

ཧধ ՜౨ࢥ大学（෯教द） 

ܩ元 ՜౨ࢥ大学（ࢥߪ） 

Ԩڰ 中国社会Ռ学Ӆ（研究員） 
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ジェンダー研究所事業報告書 

˛ジェンダー研究所所の研究者が研究交流・共ಋ研究をしている海外の研究ؽ関 

ΠΠジジΠΠՌՌ大大学学ӅӅ大大学学（（$$II77））ڧڧ資資ݱݱ開開発発研研究究ՌՌ「「ジジェェンンダダーーとと開開発発」」専専ߊߊ  

ʴ୴ʵ日下部ښ子（AIT 教द）、申ⅰᒉ（IGS 教द）、ብ本新（IGS 特任ࢥߪ） 

 ɹ  ಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵڠ
本学ジェンダー社会Ռ学専ߊӅਫ਼の AIT AIT、ݥഁ Ӆਫ਼の日本でのフΡールχワークणによる交研र
プログラム「AIT ワークシϥップ」は、新型コロナ感染症֨大のため 2020、2021 年度実施できなかったが、
今年度はഁݥ、णれ共に࠸開できた。（本報告ॽ 62 นࢂল）。 

 
όόルルウウェェーーՌՌ学学ٗٗ術術大大学学（（11771188））ジジェェンンダダーー研研究究セセンンタターー 

 ɹ ୴ʵ੶Ҭクンςথ子（お茶の水女子大学理事・෯学⻑／グローバル女リーダー育成研究ؽ構⻑）、⼾
⾕陽子（IGS 所⻑）、ঘ྆ۆ子（IGS 研究員）、ઍഀ༟Յ（IGS 研究協力員）、٤原ޮඔ（お茶の水女子大
学リΦμン・URA センターリγーο・ΠχミωストϪーター）、ࠦ७子（IGS 研究協力員）Άか 

 ɹ  ಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵڠ
όルウェーリγーοΩウンシルの国際共ಋ研究ঁ成ۜ INTPART による共ಋプロジェクト（2019 年 4 ݆ʛ
2023 年９݆）により、共ಋ研究、研究者および大学Ӆਫ਼の૮ݥഁޕ、国際シンポジウム・セミナー・ワー
クシϥップ開催などの事業を展開。όルウェー高等教育・ٗۃ（HK-dir）の UTFORSK ঁ成ۜプロジェ
クト（2021 年 8 ݆ʛ2025 年 7 ݆）とバーοϡル・Φクスοェンジ／COIL パートナーシップ・イωシΠο
ϔ（2023 年 3 ݆ʛ12 ݆）の活動もด行して実施している。2022 年度は、6 ݆に学ਫ਼フΧーラムを開催、11

݆に日本学術৾ڷ会όルウェーAlumni क催ウェϑナーにて共ಋプロジェクト成果について発නしたΆか、
2 ݆にはӅਫ਼ഁݥを࠸開し、ദ࢞後غ՟ఖӅਫ਼ 1 ໌がόルウェーにోߦした（本報告ॽ 56 นࢂল）。 

 
ؘؘ国国女女ࡨࡨ研研究究ӅӅ 

ʴ୴ʵ申ⅰᒉ（IGS 教द） 
 ɹ  ಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵڠ
202� 年 � ݆ � 日ʛ30 日まで 9LVLWLQJ SFKRODU としてডᡊをणける。ಋӅ開催の国際フΧーラムにΫーό
ートスϒーΩーとしてౌஅしたΆか、研究プロジェクトに関するࣀなど、֦झの研究プロジェクトにࢂ
༫した。 

 

ؘؘ国国ジジェェンンダダーー࣑࣑研研究究所所  

ʴ୴ʵ申ⅰᒉ（IGS 教द） 
ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
当研究所理事を務める。20�� 年ʛ20�� 年にؘ国研究ࡔからঁ成ۜをणし、共ಋ研究を実施。研究՟
ୌは「٠会内࣑的େනのࠫに関するޮࣞ・ඉޮࣞ的制度གྷҾੵʁؘ国・日本・ୈർֳੵ」。
2022 年度も当֚研究所の共催イϗントにౌஅした。 

 

λλウウルル大大学学日日本本研研究究所所  

ʴ୴ʵ申ⅰᒉ（IGS 教द） 
ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
学術雑誌ʲ日本൹ʳ海外ฦॄҗ員を務める。 
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˛ジェンダー研究所所の研究者が研究交流・共ಋ研究をしている海外の研究ؽ関 

ココンンララーートト・・ΠΠデデナナウウΠΠーーࡔࡔシシンンΪΪポポーールルオオフフΡΡスス  

 ɹ ୴ʵ申ⅰᒉ（IGS 教द） 

 ɹ  ಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵڠ
コンラート・ΠデナウΠーࡔのシンΪポールオフΡスが支援する共ಋ研究プロジェクト「Substantive 

Representation of Women Parliamentarians and Gender Equality in Asia: A Comparative Study」に共ಋ研究者とし
てࢂ༫した。研究成果はॽ Substantive Representation of Women in Asian Parliaments として 2022 年 8 ݆に
Routledge 社からड़൝された。2022 年 11 ݆にはࡔक催の Caucus にࢂՅし共ಋ研究の内容を女٠員ら
と共༙した。 

 

ߒߒ大大学学社社会会ՌՌ学学研研究究所所  

 ɹ ୴ʵ申ⅰᒉ（IGS 教द） 

 ɹ  ಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵڠ
ʲ社会Ռ学研究ʳฦॄҗ員 

 

佄佄ࢃࢃ大大学学女女学学研研究究所所  
 ɹ ୴ʵ申ⅰᒉ（IGS 教द） 

 ɹ  ಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵڠ
ʲ女学研究ʳฦॄҗ員 

 

イイάάリリスス࣑࣑学学会会学学術術雑雑誌誌  33RROOLLWWLLFFVV  

ʴ୴ʵਅⅰᒉ（,*6  （दگ

 ɹ  ಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵڠ
33RROOLLWWLLFFVV ฦॄҗ員 

 

՜՜౨౨ࢥࢥ大大学学  

ʴ୴ʵ大ܛ࢛ڰ（IGS ०教द） 
ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
Ռ研ඇ国際共ಋ研究Յଐ基ۜ（国際共ಋ研究کԿ %）「ਕޮ社غの中国ଞにおけるਫ਼活のรԿと
ジェンダー」の୴者としてݳஏ研究者との協力において調査を実施している。 

 

中中国国社社会会ՌՌ学学ӅӅ  

ʴ୴ʵ大ܛ࢛ڰ（IGS ०教द） 
ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
Ռ研ඇ国際共ಋ研究Յଐ基ۜ（国際共ಋ研究کԿ %）「ਕޮ社غの中国ଞにおけるਫ਼活のรԿと
ジェンダー」の୴者としてݳஏ研究者との協力において調査を実施している。 
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ジェンダー研究所事業報告書 

ʴ国内ؖ࿊研究ճʵ 
ʕʕ  ࣑࣑ େେ නන にに おお けけ るる ジジ ェェ ンン ダダ ーー とと ଡଡ ༹༹  研研 究究 会会 （（ Women and Diversity in East asian political 

Representation（（WondeR））））（申） 

ʕʕ日日本本࣑࣑学学会会「「ジジェェンンダダーーとと࣑࣑」」研研究究会会（申） 

ʕʕ日日本本࣑࣑学学会会  年年報報࣑࣑学学「「ココロロナナととジジェェンンダダーー特特ॄॄ」」研研究究会会（申） 

˕̞国国際際ҢҢ動動ととジジェェンンダダーー研研究究会会（大ڰ） 

 （ڰ大）理理学学会会พพՌՌ会会・・ジジェェンンダダーーࡃࡃܨܨ̞˕

ʕʕ国国内内のの女女学学・・ジジェェンンダダーー研研究究セセンンタターーととののネネッットトワワーークク 

ジェンダー関࿊学協会コンλーシΠムへのࢂՅ Άか 
�� ��
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㸰㸰㸧㸧INTPART  ࢺࢺࢡࢡ࢙࢙ࢪࢪࣟࣟࣉࣉ
国際ർֳ研究ͳͨの࠹成Վを研究گүにԢ༽ͤΖ国際ڠಋۂࣆ 

˛֕གྷ 
όルウェーリγーοΩウンシルの国際共ಋ研究ঁ成ۜ International Partnerships for Excellent Education, 

Research and Innovation（INTPART）による、Norway-Japan: Bridging Research and Education in Gender Equality 

and Diversity（NJ_BREGED）プロジェクト。όルウェーՌ学ٗ術大学（NTNU）のジェンダー研究セン
ターと IGS とで、2019 年 4 ݆ʛ2023 年 9 ݆のغ間、教員・研究者・Ӆਫ਼の૮ݥഁޕおよび、όルウェ
ーと日本のジェンダーฑ等についてのർֳ研究、セミナーやワークシϥップの開催などを進め、共ಋ研
究の成果をॽとして刊行。 

 

 

˛ϕϫジェέφߑ成（૮ޕに࿊ͤܠΖ 6 ͯのϭーέϏρίージ（:3）） 
:31 ϕϫジェέφ؇ཀྵʁNTNU とお茶大のେනが高水準のਫ਼ࢊとଆを୴ฯ。 

 。研र ʁ両大学のӅਫ਼、教員、研究者がパートナー大学に଼在して教育交流や在外研究を行うࡑ 32:

:33 院ਫ਼ڠಋࢨʁ両大学の教員が、大学Ӆਫ਼の研究プロジェクトの共ಋ指導を行う。 

 。үʁ࣯の高い研究に基Ͱく国際的な教育プログラムを開発گಋΩϨΫϣϧϞ開発ͳި 34:

 ʁΠンλロジー刊行プロジェクト࠷ϭーέεϥρϕの開࣏ಋड़൝ͳ೧ڠ 35:

 ʁޮ開イϗントの開催などプロジェクト成果の発信࠷ͳιϝψー開ٶๅ・成Վ߁ 36:

 
 
˛2022 ೧ౕϕϫジェέφϟンώー 
ʮ1718ʯ 
グロ・コースωス・クリスτンセン（学際的ชԿ研究学部⻑・教दʁプロジェクトϜネージϡー） 

ジェωフΟー・ϔロンラ（०教दʁプロジェクトコーデΡネーター） 

プリシラ・リングローθ（教द） 

シリ・ΦイスϪϚ・λϪンセン（ジェンダー研究センター⻑・教द） 

ʮ,*6ʯ 
੶Ҭクンςথ子（お茶の水女子大学理事・෯学⻑ʁ本学ଈେන） 

⼾⾕陽子（IGS 所⻑／基ײ研究ӅਕชՌ学系教द） 

ঘ྆ۆ子（IGS 研究員／基ײ研究Ӆਕ間Ռ学系教द） 

٤原ޮඔ（リγーο・ΠχミωストϪーターʁ事務ۃ） 

নీデϪク（国際教育センター܊／ࢥߪഇ大学ࢥߪ） 

ઍഀ༟Յ（IGS 研究協力員） 

ࠦ७子（IGS 研究協力員／ܜጱٝग़大学フΟイナンシϡル・ジェロントロジー研究センター特任ࢥߪ） 
 

 

  

56



㻞㻜㻞㻞 ᖺᗘ 

ジェンダー研究所事業報告書 

˛,173$57 ϕϫジェέφ 2022 ೧ౕۂࣆ成Վ 
新型コロナウΡルス感染症のӪڻによりం଼していた研究者および大学Ӆਫ਼の૮ݥഁޕを 2 ݆から࠸開
することができた。オンラインのイϗントも実施したΆか、今後の教育プログラムのためのΩリΫϣラ
ム開発を目的として、όルウェー高等教育・ٗۃ（HK-dir）によるバーοϡル・Φクスοェンジ／COIL

パートナーシップ・イωシΠοϔにԢูしࡀされた。また、プロジェクトغ間の࠸Ԉ⻑を申੧し、2023

年 9 ݆までのรߍがটされた。オンラインによる UTFORSK 学ਫ਼フΧーラムやウェϑナーの開催もあ
り、パンデミックがܩ続するغ間も、事業活動をै実させることができた。2023 年 4 ݆に本学で開催す
るワークシϥップの準ඍが進められている。 

 

ᶅ 87)256. Ψンϧン学ਫ਼ϓΧーϧϞ「&XUUHQW WRSLFV LQ UHSURGXFWLRQ LQ 1RUZD\ 	 -DSDQ」 
ʴ日࣎ʵ6 ݆ 3 日 18:00ʛ19:00（日本）、11:00ʛ12:00（όルウェー） 

ʴ発න者ʵ本学学部ਫ਼ 3 ໌、NTNU 学部ਫ਼ 4 ໌ 

ʴϠデϪーターʵ܈آࠉ（本学ദ࢞غ՟ఖジェンダー社会Ռ学専ߊӅਫ਼） 

ʴコーデΡネーターʵジェωフΟー・ϔロンラ（NTNU ०教द）、নీデϪク（本学ࢥߪ） 

 

 

 

 

ᶆ 7KH -636 $OXPQL &OXE LQ 1RUZD\ :HELQDU  
   d*HQGHU HTXDOLW\ LQ -DSDQ� FUHDWLQJ RSSRUWXQLWLHV IRU EXVLQHVV DQG HGXFDWLRQ FRRSHUDWLRQb 
ʴ日࣎ʵ11 ݆ 29 日 17:00ʛ18:00（日本）、9:00ʛ10:00（όルウェー） 

ʴ発න者ʵグロ・クリスτンセン（NTNU 教द）、੶Ҭクンςথ子（本学理事・෯学⻑）他 

ʴコーデΡネーター／࢚会ʵジェωフΟー・ϔロンラ（NTNU ०教द） 

ʴ対েʵ研究者、リγーο・ΠχミωストϪーター、高等教育ؽ関、 

日本のૌ৭との࿊ܠに関心のある方・ର 
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ᶇ όϩΤェー߶گү・ٗۃ（+.�GLU）にΓΖ国際ڠಋϕϫジェέφࠬଲԢ 
ʴ日࣎ʵ12 ݆ 5 日 15:00ʛ16:00 

ʴ所ʵお茶の水女子大学 

ʴཔ者ʵUnni Mjelde Birkeland（HK-dir シωΠ・Πχバイδー） 

Herdis Kolle（HK-dir シωΠ・Πχバイδー） 

Marianne S. Berg（όルウェー大使ؙՌ学ٗ術・高等教育ࢂ事ׯ） 

ʴटࢭ IɻNTPART と UTFORKS プロジェクトの内容、活動形態、غଶされる成果についての日本ଈのࢻ
఼についてのインタϑϣー調査と、গཔ的なόルウェー・日本間の高等教育における研究教育
での࿊ؽܠ会の報ڛ。 

 

ᶈ ώーοϡϩ・Φέスοェンジʙ&2,/ Ϗーφψーερϕ・ωεΠοϔ（2023 ೧ 3ʛ12 ݆） 
ʴプログラム内容ʵ 

・オンライン研रとόルウェーでのワークシϥップʁ3 ݆ʛ6 ݆ 

・ϟンターによる指導のڛʁ3 ݆ʛ12 ݆ 

・क催ૌ৭によるΫϡンパス（指導と支援）ʁ9 ݆ʛ12 ݆ 

・COIL（Collaborative Online International Learning㸧ᤵᴗの実施ʁव以߳ 

ʴ本学ϟンバーʵ 

1）ΩリΫϣラム୴当教員ʁঘྜྷ 基ײ研究Ӆਕ間Ռ学系 教द 

2）COIL ٗ術୴当教員ʁґ౽ي೯ 基ײ研究ӅࣙષՌ学系 教द 

3）国際教育୴当教員ʁണ原হ子 国際教育センター ࢥߪ 

4）プログラム実施支援者ʁ٤原ޮඔ リΦμン・URA センター リγーο・ΠχミωストϪーター 

 

ᶉ ຌ学の大学院ਫ਼のࡑ研र 
期間 ໌ࢱ 学೧ 研究τーϜ 

2/3䡚2/17 ঘՑӫ育 D2 
Are 䇾Cohabitation䇿 and 䇾Douse䇿 the same?: Values 
and Images for Unmarried Cohabitation among Young 
Females in Japan and Norway 

 

ᶊ 1718 院ਫ਼のཔೖ研र 
期間 ໌ࢱ 学೧ 研究τーϜ 

3/22䡚6/16 

Emilie Helen Vik M2 Narratives of school experiences of LGBTQ+ students 
in Japan 

Kai Vårin Jektvik Rønning M1 X-gender in Japan / people who identify outside of 
gender binary 

Marianne Hegge Sørensen M1 Queerness and representation of gender in Japanese 
manga (boys love genre) 

 

ᶋ όϩΤェーの研究ंのೖຌ学ढ़৾ڷ会国人ಝพ研究ҽण 
期間 ໌ࢱ ण研究ं 研究τーϜ 

3/31䡚3/30 france rose hartline ⼾⾕陽子 Trans experiences of belonging in Japan 
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㸱㸱㸧㸧ᅜᅜෆෆእእᣍᣍ⪸⪸◊◊✲✲⪅⪅୍୍ぴぴ��

■■ 2022 ೧ౕ ք͖Δのডᡊ研究ं 

イイίίϠϠトト・・リリγγ・・C（ΩリフΧルωΠ大学・ธ） 

IGS 国際シンポジウム「リプロダクτΡϔ・ジϡスτΡスʁೝ৹・中ઊ・࠸ਫ਼ࢊをめ͛る社会ਜ਼ٝを
り開く」（27 นࢂল） 

Jean Encinas-Franco（フΡリϒン大学・フΡリϒン） 

IGS セミナー「The Marcos Return : What Does it Mean for the Philippines?」（30 นࢂল） 

Jan Robert Go （フΡリϒン大学・フΡリϒン） 

IGS セミナー「The Marcos Return : What Does it Mean for the Philippines?」（30 นࢂল） 

Ella Syafputri Prihatini （ϑナ・ϊγンタラ大学・インχネシΠ） 

IGS セミナー「The Marcos Return : What Does it Mean for the Philippines?」（30 นࢂল） 

ルルセセッッタタ Y・・L・・ΩΩムム（ߕߵਃ၍大学・ߕߵ） 

2022 年度 IGS 研究協力員（93 นࢂল） 

IGS セミナー「クΡΠなड़࿑か 新たなクΡΠ／ϙϠόーϜτΡϲΡτΡかʁ中国大とߕߵのクΡ
Π女たちのトランスナシϥナルなҢ動Ն（ϠϑリτΡ）」（37 นࢂল） 

ϜϜーーシシーー・・デデΡΡωωウウスス（デポール大学०教द／フルϔライトডᡊ教員・ธ）�

IGS セミナー「19 نธ国女のインターセクシϥナルなΠイデンτΡτΡとϟデΡΠ理ʁλジ
ϡーナ・トΣルース女会ߪ٠ԍʲΚたしは女ではないのかʃ （r1851）をྭに」（33 นࢂল） 

■■ 2022 ೧ౕ 国内ডᡊ研究ं 

IGS（大学॑ࢀ元）子子本本ඔඔآآ 国際シンポジウム「リプロダクτΡϔ・ジϡスτΡスʁೝ৹・中ઊ・࠸ਫ਼ࢊ
をめ͛る社会ਜ਼ٝをり開く」（27 นࢂল） 

高高⾕⾕߀߀（౨ښ大学）IGS 国際シンポジウム「リプロダクτΡϔ・ジϡスτΡスʁೝ৹・中ઊ・࠸ਫ਼ࢊをめ͛
る社会ਜ਼ٝをり開く」（27 นࢂল） 

൩൩༟༟子子（౨ښ大学）IGS 国際シンポジウム「リプロダクτΡϔ・ジϡスτΡスʁೝ৹・中ઊ・࠸ਫ਼ࢊを
め͛る社会ਜ਼ٝをり開く」（27 นࢂল） 

੪੪܈܈ࢃࢃ（ਈ⼾大学）IGS セミナー「日本（とֆ）における的ϜイόリτΡの࣑」（35 นࢂল） 

ฤฤԮԮ༐༐ղղ（一ڰ大学／ཱི教大学Άか）IGS セミナー「「ؼ」をىするʁ今ଞথฑ・χΫϣϟンタリーӫ画
ʲからゆきさΞ （r1973）࠸考」（39 นࢂল） 

ଞଞੋੋܡܡ子子（ဢ教大学）IGS セミナー「ՊుとらしのポリτΡクス」（41 นࢂল） 

IGS（大学ښ）࢛࢛ౣౣآآ セミナー「ՊుとらしのポリτΡクス」（41 นࢂল） 

内内ՄՄେେ（日本大学）IGS セミナー「クΡΠするݳେ日本ช学ʁίΠ・動・ޢりとジェンダー」（43 นࢂ
ল） 
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